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自 分 た ち の ま ち は 自 分 た ち で つ くろ う

 「らくらく送迎」の運転手さんを募集しています。
2020 年 1 月からボランティアで活動を開始した無料・無償の伏尾台送迎サービスですが、今後
更に利用者が増える見通しで運転手不足が懸念されています。ぜひご協力をお願いいたします。

青パト活動にご協力下さい。
伏尾台の安全パトロール隊である通称「青パト」は、
ボランティアさんが毎日交代で巡回しながら、地域の
さまざまな安全を見守ってくれています。
まだまだスタッフが不足していますので、隊員として
のご協力をお願いいたします。（※お友達やご家族の
ペアで乗車していただける方も歓迎です。）

その他のボランティアさんも募集中です。

「ご意見ポスト」「募金箱」のご案内
コミュニティ推進協議会へのご入会、ご意見、ボランティア・スタッフさんの参加などにつきましては、
コミプラ内の「専用ポスト」または常駐スタッフにお申し付けください。
また、コミプラ内に募金箱を設置しています。コミプラでのイベント等活動にご支援ご協力をお願いいたします。
※コミプラの利用につきましては、掲示の案内をご覧ください。

はぐのさと（旧伏尾台小学校）の
活用が進んでいます。
皆さんのご利用で、まちの元気のシンボルに。

２０１６年に閉校しました旧伏尾台小学校の施設は、
介護福祉学校やフリースクールの生徒さんが学んでおられ、
他にも通所介護の事業所などにフル活用されています。
もちろん体育館やグラウンドは、スポーツ活動やイベント会場として
住民の皆さんに幅広く利用されています。
また、貸し教室はコミュニティ推進協議会が中心となって
地域の皆さんの有効活用をサポートしています。
このまちの元気のシンボル『はぐのさと』をぜひご利用ください。
※詳しくは、本文をご覧ください。

今号の表紙：
ポプラ介護福祉学校入学式

「コミプラ」
お世話係さん・お掃除係さん
休憩や打ち合わせなどに使用できるコミプラ内の
フリーサロンで、１回２～３時間のお世話係さん、
閉館後のサロンやトイレのお掃除係さん。

「山びこフェスタ」運営スタッフさん
年間４～５回開催されるコンサートや落語会などの
イベントの準備をサポートしていただける方。

「広報誌」「ホームページ」
取材スタッフさん
広報紙「ふしおだい」、HP「伏尾台で暮らす。」
に掲載する情報の取材や撮影などのスタッフさん。

お問合せ・お申し込みは
コミプラの常駐スタッフにお申し付けいただくか、
ファックス （743-6384）にてご連絡ください。

ホームページ
伏尾台で暮らす。
伏尾台のまちの情報を幅広く掲載し
ていますので、ぜひご覧ください。

N E W S  &  T O P I C S  •  N E W S  &  T O P I C S

フェイスブック
「伏尾台の話題」にも、
ぜひご参加ください。

ホームページ
「伏尾台で暮らす。」は
こちらからご覧ください。

コミプラ内にて「コンビニ端末」が
稼働中！
マイナンバーカード（IC・暗証番号
付）が必要ですが、住民票や印
鑑証明書などの各種証明書の発
行が可能です。その他コピーや写
真印刷のサービスもご利用下さい。

「コミュニティ推進協議会」について
平成１９年度に池田市でスタートした地域分権制度で、地域
住民が自発的に組織として話し合い、市に対して事業提案
することが可能です。より良いまちづくりの実現のために皆さ
まのご意見とご参加をお願いします。
※制度の内容や各校区の取り組みは、池田市のホームペー
ジをご覧ください。

◎令和 4年度役員名簿
〈会　長〉 倉田晃　〈副会長〉 川野芳紀・竹之下伸治

〈事務局長〉 春山俊一 　〈会　計〉 内藤健一　〈監　事〉 永長慎一郎

〈部会長〉 野口修・竹之下恭子・青木清男・谷口重久・岡田俊子

 

HP「伏尾台で暮らす。」に、コミ協広報誌のバック
ナンバーを掲載しています。ぜひご覧ください。
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コミュニティ推進協議会が令和5年度実施する事業です

跡地活用のスローガンは「人をやさしくはぐくみ、ハグできる郷」で、

愛称は「はぐのさと」。多目的活用が始動してから、

山びこフェスタや音楽会や防災訓練など、さまざまなイベントに活用されています。

また近年では、サークルの会合やユーチューバーの撮影利用にも。

これからもコミュニティ推進協議会が地域住民主体で活用促進に取り組んで

まいります。規約に沿ってぜひご活用ください。

  旧伏尾台小学校  旧伏尾台小学校

『はぐのさと』の利用者がふえています。『はぐのさと』の利用者がふえています。
貸し教室をぜひご活用ください。貸し教室をぜひご活用ください。

■ 2F 教室（使用料：1000円※／ 1 時間）
とても景色の良い 2F の教室が 4 室。黒板やロッカーなど教室
の懐かしさはそのままに、床・壁・天井がきれいに整備済みです。
飲食可ですので、同窓会やお楽しみ会にも最適です。写真撮
影や Youtube 撮影にもご利用いただいています。

◎お問い合せ：伏尾台コミュニティプラザ
　電話 072（743）6384

お申し込み・お問合せは、伏尾台コミュニティプラザまで
電話　072（743）6384

●使用料：	2F教室	 1000円／1時間
	 1F旧職員室	2000円／1時間
※飲食を伴う場合や市外居住者の方のご使用は
　5割加算いたします。
●会議、勉強会、演奏会、お誕生会、
　撮影会などに。
●エアコン、トイレ、電源完備、飲食可。
※駐車場はありません。ご了承ください。

貸し教室のご案内

夏休みや冬休みなど学校や幼稚
園の長期休暇中、未就園児とお兄
さんお姉さんも一緒に過ごせる親
子の居場所づくりとして、はぐの
さと 1F（旧なかよし会のお部屋）
にて、親子ランド（仮）を開催いた
します。お申し込みは不要ですが、
開催日時はお問合せください。
◎お問い合せ：伏尾台コミュニティプラザ
　電話 072（743）6384

親子の居場所づくりを
はじめます

コミプラは地域の皆さんのスペースです。

「子育て支援ルーム」をご活用ください。
元気に遊ぶ子どもたち姿を見ながら、親同士の交流の場でもあります。

日々 の大変な子育てから、少しでもくつろぎのひとときを過ごしてください。
◎お問い合わせ：伏尾台コミュニティプラザ　電話 072（743）6384

※その他のサークルの利用日時やイベント告知などはコミプラ内の掲示版を
　ご覧ください。

① １月 28 日（土）午後 2 時～
 落語会：林家菊丸さん、月亭希遊さん
② ２月 25 日（土）午後 2 時～
 こども向け落語会：林家菊丸さん
③ ３月 18 日（土）午後 2 時～
 トーク＆音楽ライブ：リピート山中さん
恒例のライブイベントには、お馴染みの方

に出演していただきました。

ご来場者はまだマスク着用でしたが、笑い

と拍手で大いに盛り上がりました。

フリーサロン「山びこ」をご活用ください。
新たな掲示システムを導入します。地域内の学校や各種団体の情

報掲示板として。また、写真や絵、書、工芸などの展覧、掲示に貸し

出しいたします。地域の文化芸術交流に、ぜひご活用ください。

◎お問い合わせ：伏尾台コミュニティプラザ　電話 072（743）6384

①②

③

○ほそごう地域花いっぱいプロジェクト支援
　ほそごう学園3・7年生が、花の会と一緒に取り組んでいる活動を支援します。（細河地区と協働）

○第49回伏尾台夏祭り支援
○山びこフェスタ開催
　落語や音楽などの地域活性イベント「山びこフェスタ」を年間 4 ～ 5 回開催します。

○多世代交流
　幼児から高齢者まで地域の皆様の交流を進めます。
　こども会とコミ協が連携して、世代を超えて楽しめるイベントや、ためになる集いを企画します。

○広報誌等の発行
　当広報誌「ふしおだいコミュニティ」や各種掲示物などで、地域に情報発信します。

○ ITメディアの整備・運用
　SNS を活用した情報送受信の仕組みを作って、イベント告知や申し込み受付などに活用します。

○防災防犯活動支援
　伏尾台防災・防犯委員会の活動を支援し、ほそごう学園で総合防災訓練を行います。

○伏尾台送迎サービス「らくらく送迎」運行
　誰でも無料でご利用いただける予約制地域内送迎サービス。運転手さんはボランティアです。

○伏尾台安全パトロール（通称：青パト）運行
　学校の登下校時と夜に地域内をパトロールします。パトロール隊員はボランティアです。

○ AED 維持管理
　旧伏尾台小学校体育館入口に設置した AED のパッドを交換します。

○子育て支援ルーム運営
　コミプラ内の子育て支援ルームの運営と備品等を整備します。
　「フレンズ」はコミ協がボランティア運営しています。

○コミュニティサロン運営
　コミプラ内のフリーサロン「山びこ」を運営します。

○まちの情報センター運営
　コミプラ内のまちの情報センターを運営します。また、新たに掲示板システムを導入します。

○コミュニティ推進協議会拠点運営
　コミプラ内のコミュニティ推進協議会拠点を運営します。

○子育てにやさしいまち宣言、新吉田橋ライトアップ
　新吉田橋（赤い橋）のライトアップを継続します。

○コミュニティ推進協議会事務

■ 1F 旧職員室（使用料：2000円※／ 1 時間）
広 と々したスペースで、コンサートや講演会などのイベントに最適です。
コロナ禍で総合防災訓練が中止になった年には、伏尾台防災防犯委員会が簡易テント
の組立訓練などに活用されました。最近は地域のスポーツクラブの会合などにご利用い
ただいています。

※飲食を伴う場合や市外居住者の方のご使用は5割加算いたします。

※飲食を伴う場合や市外居住者の方のご使用は5割加算いたします。



コミュニティ

発行：ほそごう地域コミュニティ推進協議会（伏尾台地区）  池田市伏尾台３丁目４−１−１１４／令和5 年3 月

日本初・池田発

地域分権

コミュニティ誌
ふしおだい Vol.27

ふしおだいコミュニティVol.27

自 分 た ち の ま ち は 自 分 た ち で つ くろ う

 「らくらく送迎」の運転手さんを募集しています。
2020 年 1 月からボランティアで活動を開始した無料・無償の伏尾台送迎サービスですが、今後
更に利用者が増える見通しで運転手不足が懸念されています。ぜひご協力をお願いいたします。

青パト活動にご協力下さい。
伏尾台の安全パトロール隊である通称「青パト」は、
ボランティアさんが毎日交代で巡回しながら、地域の
さまざまな安全を見守ってくれています。
まだまだスタッフが不足していますので、隊員として
のご協力をお願いいたします。（※お友達やご家族の
ペアで乗車していただける方も歓迎です。）

その他のボランティアさんも募集中です。

「ご意見ポスト」「募金箱」のご案内
コミュニティ推進協議会へのご入会、ご意見、ボランティア・スタッフさんの参加などにつきましては、
コミプラ内の「専用ポスト」または常駐スタッフにお申し付けください。
また、コミプラ内に募金箱を設置しています。コミプラでのイベント等活動にご支援ご協力をお願いいたします。
※コミプラの利用につきましては、掲示の案内をご覧ください。

はぐのさと（旧伏尾台小学校）の
活用が進んでいます。
皆さんのご利用で、まちの元気のシンボルに。

２０１６年に閉校しました旧伏尾台小学校の施設は、
介護福祉学校やフリースクールの生徒さんが学んでおられ、
他にも通所介護の事業所などにフル活用されています。
もちろん体育館やグラウンドは、スポーツ活動やイベント会場として
住民の皆さんに幅広く利用されています。
また、貸し教室はコミュニティ推進協議会が中心となって
地域の皆さんの有効活用をサポートしています。
このまちの元気のシンボル『はぐのさと』をぜひご利用ください。
※詳しくは、本文をご覧ください。

今号の表紙：
ポプラ介護福祉学校入学式

「コミプラ」
お世話係さん・お掃除係さん
休憩や打ち合わせなどに使用できるコミプラ内の
フリーサロンで、１回２～３時間のお世話係さん、
閉館後のサロンやトイレのお掃除係さん。

「山びこフェスタ」運営スタッフさん
年間４～５回開催されるコンサートや落語会などの
イベントの準備をサポートしていただける方。

「広報誌」「ホームページ」
取材スタッフさん
広報紙「ふしおだい」、HP「伏尾台で暮らす。」
に掲載する情報の取材や撮影などのスタッフさん。

お問合せ・お申し込みは
コミプラの常駐スタッフにお申し付けいただくか、
ファックス （743-6384）にてご連絡ください。

ホームページ
伏尾台で暮らす。
伏尾台のまちの情報を幅広く掲載し
ていますので、ぜひご覧ください。

N E W S  &  T O P I C S  •  N E W S  &  T O P I C S

フェイスブック
「伏尾台の話題」にも、
ぜひご参加ください。

ホームページ
「伏尾台で暮らす。」は
こちらからご覧ください。

コミプラ内にて「コンビニ端末」が
稼働中！
マイナンバーカード（IC・暗証番号
付）が必要ですが、住民票や印
鑑証明書などの各種証明書の発
行が可能です。その他コピーや写
真印刷のサービスもご利用下さい。

「コミュニティ推進協議会」について
平成１９年度に池田市でスタートした地域分権制度で、地域
住民が自発的に組織として話し合い、市に対して事業提案
することが可能です。より良いまちづくりの実現のために皆さ
まのご意見とご参加をお願いします。
※制度の内容や各校区の取り組みは、池田市のホームペー
ジをご覧ください。

◎令和 4年度役員名簿
〈会　長〉 倉田晃　〈副会長〉 川野芳紀・竹之下伸治

〈事務局長〉 春山俊一 　〈会　計〉 内藤健一　〈監　事〉 永長慎一郎

〈部会長〉 野口修・竹之下恭子・青木清男・谷口重久・岡田俊子

 

HP「伏尾台で暮らす。」に、コミ協広報誌のバック
ナンバーを掲載しています。ぜひご覧ください。




